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品  格 

食事の食べ方にも、品格は出ます。ひじを付いて食べたり、茶碗を持

たずに食べる、箸の持ち方が悪い等、小さい頃によく、母親や祖母に注

意をされた。品格ある食べ方を心がけたい。 

または、話し方。言葉使いはもちろん、相手を慮(おもんぱか)る言葉

は、品格がある。また逆に、自分の意志を主張せず、聞き役に徹してく

れる話し方、これも品格が高い。 

『品』・・・「口」は「サイ」といい、祈りを捧げる器のこと。 

何を祈り、何を目標に、どう進む（生きる）のか・・・ 

「品格」のある人は、崇高な祈りと目標を持ち、 

限りなく近づこうと生きる人 

品格があり、人品が高いものでありたい。 

ちなみに、「器」にも「口」が。高い目途をもった人は『器が大きい』 

秋季彼岸水子供養会 

９月 ２０日（日） 午後２時 

・秋のお彼岸に回向札をもって供養します 

・詳細案内 同封 



いのちをどう使うのか 

 

８月盆の真最中。ある朝、６時に寺の電話が鳴りました。（通常時間外の電

話はドキッとします） 

朝勤中でしたが、ある葬儀社からの TEL とのことで、読経を中断し用件に耳

を傾けますと、葬儀依頼でした。 

この数年、丹南地域で法華の葬儀を希望され、菩提寺(お手次ぎのお寺)がな

い場合、当山に要請があります。 

 

この度もそのケースで、故人は 93 歳にて逝去なされし男性。すぐにでも通

夜葬儀を執り行いたいとの事でしたが何しろ盆中。盆経に伺う約束がありま

す。 

しかし、さすがは妙智寺関係のご尊家。数家の方々が快く時間や日にちの変

更をご快諾下さいました。各家のご好意のお陰で一霊位をお送りすることが

できました。この場を借りてお詫びと御礼申し上げます。 

 

さて、故人は大野市の、ある施設にて逝去されたわけですが、ご遺体を引

き取ったのは、７年来に会うというほぼ疎遠の甥(朝日町在住)。一人娘がい

たらしいが音信普通だという。あまり接点のない甥の方も始めは直葬(葬儀な

しで火葬)にしようかと思ったそうですが、それではあまりにも不憫というこ

とで葬儀社を通して朝６時の電話に至ったわけです。 

 

お盆経の前に枕経へ向い、故人との初対面と枕辺の供養経。甥の方との

「はじめまして」の挨拶も早々に、今後の流れと事務的な確認をし、故人の

お話に。 

 

住職 「戒名を決めますが、故人はどういう人柄でしたか？」 

   甥 「あまり知らないのです」 

住職 「お仕事は？」 

   甥 「岡山県に居たことは知っていますが詳しくは・・・」 

 

そんな会話中、横目に写るのは個人の遺品。それは小さな紙袋２つのみ。

無造作に入れてある服とその上にちょんと乗せた帽子１ヶ。 

93 年のご人生、遺されたのはそれだけなのです。決して故人のご一涯を甲乙

つけるつもりは毛頭ございません。ただ故人から改めて学修したことを１つ

申させてください。 

 



両親から授かった「いのち」。それは皆が平等なる「いのち」。 

であるのに、その最後が様々なのは何故？ 

それは「どのように歩んだか」が違うからといえるのではないでしょうか。 

「いのちを使う」と書いて「使命」といいますが、 

あなたはその「いのち」、どう使いますか。 

あなたは今までその「いのち」、どう使ってきましたか。 

 

台所用 椅子４脚寄進 某女 

主に寺族が使用するもので恐縮ですが、何かお手伝いをとい

うことで恵贈賜りました。 

この処をお借りし、御礼申し上げます。 

深々感謝 合掌 

 

 

★第 93回 妙智寺和讃会は 

   9 月 13日（日）午前９時 和讃講習 

           午前 10時 生け花講習 

 お花の準備があるので欠席の方は6日までにご連絡下さい 

 

 

８月の妙智寺 月例の回向(訪問型・来山型)は省略 

8/1 ペット葬儀             8/3 妙稲寺 お説教 

8/7 墓碑開眼納骨                   8/8 一周忌法事・初盆           

8/9 施餓鬼（祥月）                     8/9 施餓鬼（100） 

8/9 施餓鬼（祥月）           8/9 施餓鬼（祥月） 

8/9 施餓鬼(祥月)             8/9 施餓鬼(祥月 2霊)  

8/9 施餓鬼(修月)            8/9 社員一同施餓鬼            

８月盂蘭盆塔婆供養 

 ７件 

8/15 某氏 葬儀 

8/23 改修祈祷            8/24 仏壇閉眼 

8/30 出産御礼宮参り 

３ 



 ９月 行事予定 

□９月 １日 (火) 水子供養会 午後２時 

・回向札(白紙札)と牛乳・菓子を持参ください。 

・生まれ得なかった《いのち》の供養です 

・永遠のいのちを説く「自我偈 P21」を 10 回、ペースを上げながら読みます 

 

□９月 ６日 （日） 午後２時 

月施餓鬼・鬼子母神祈祷会        

○登録の霊位を経木塔婆に書写し、施餓鬼供養いたします。 

○祥月命日や年回忌・縁のある先祖に特別施餓鬼供養します 

(供物適数・米一合持参) 

○鬼子母神さまにお経をあげ、ご祈祷いたします。祈願を受け付けます。 

○方除け守授与。各家守護神法楽。酒持参下さい 

○相談室にて相談・お調べ、いたします。（相談整理番号をお取り下さい）  

○妙法水をお持ちください 

    

 

□９月１３日（日） 午前７時 

月例 唱題行・法話会 

忙しい毎日。心静めて自身を鏡に照らし、心をリセットします。 

□朝参り修行 毎週日曜日 午前 7時  

 

今月の縁日   

９／６ 八せん(樹木伐採禁止 9/17 まで) 

９／１２ 龍
りゅう

口
こう

法難
ほうなん

（大聖人の斬首刑から免れる） 

９／１８ 甲子
きのえね

(大黒さまの縁日) 

９／１９～９／２５ 秋季彼岸 

４ 


